
稲城市災害防止協会消火器貸出要綱  

 

   制定 平成２７年４月１日  

（趣旨） 

第１条 この要綱は、多数の者の集まる催物等における火災予防対策として、稲城

市災害防止協会が所有する消火器の貸出しに関し、必要な事項を定めるものとす

る。 

（消火器）  

第２条 この要綱において、消火器とは、次に掲げる資器材をもって構成する。  

 ⑴ 粉末消火器（１０型）  

 ⑵ 消火器標識  

（貸出しの対象）  

第３条 消火器の貸出しの対象となる催物又は行事（以下「催物等」という。）は、

次のいずれかに該当するものとする。  

⑴ 稲城市が主催（共催を含む。）又は後援・協力する催物等  

⑵ 稲城市災害防止協会会長（以下「会長」という。）が必要と認める催物等  

（利用対象者）  

第４条 消火器の貸出しを受けることができる者（以下「利用者」という。）は、次

のいずれかに掲げるものとする。  

 ⑴ 稲城市災害防止協会会員  

 ⑵ 稲城市内に存する団体及び個人  

 ⑶ その他会長が必要と認めた者 

（利用期間） 

第５条 消火器の利用期間は、催物等の開催期間とする。ただし、会長が特別な事

由があると認めるときはこの限りでない。 

（利用の申請） 

第６条 利用者は、消火器利用許可申請書（様式第１号）を提出して会長の許可を

受けるものとする。 

２ 会長は、前項の申請書が提出されたときは、消火器貸出し記録簿（様式第２号）



により受付処理を行なうとともに内容を審査し、消火器利用許可書（様式第３号）

を利用者に交付し、消火器の利用を許可するものとする。この場合において、必

要があると認めるときは、利用条件を付すことができる。 

（利用と制限等） 

第７条 利用者は、消火器について、次の各号に掲げる事項を遵守しなければなら

ない。 

 ⑴ 利用目的以外に使用しないこと。 

 ⑵ 営業目的として使用しないこと。 

 ⑶ 第３者に転貸しないこと。 

 ⑷ その他不適当と認められる行為をしないこと。  

２ 前項の規定に違反したときは、利用許可を取り消すものとする。  

（貸出使用料）  

第８条 消火器の貸出料及び初期消火や火気使用器具の異常燃焼で消火器を使用し

た場合は無償とする。  

（利用者の責務）  

第９条 利用者は、消火器を返還するまでの間、適正に管理しなければならない。 

（事故等の責任） 

第１０条 消火器の貸出し期間中に発生した事故等（死傷事故を含む。）の責任（費

用負担を含む。）は、利用者が負うものとする。 

（破損等）  

第１１条 利用者は、当該消火器を汚損、破損又は亡失したときは、遅滞なくその

旨を会長に報告し、会長の指示に従い自己負担によりこれを修理し、又はその損

害を賠償しなければならない。ただし、やむを得ない事情があると会長が認めた

ときは、この限りでない。  

（返納） 

第１２条 利用者は、借用期間が終了したときは、速やかに返却しなければならな

い。 

２ 消火器を返却したときは、消火器利用報告書（別記様式第４号）により会長に

報告しなければならない。  



（委任） 

第１３条 この要綱に定めるほか、消火器の貸出しに関し必要な事項は、会長が別

に定める。  

 

付則 

この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。  


